
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

◆
７
月
４
日
、
兵
庫
県
相
生
市
を
訪

問
。
か
つ
て
、
石
川
島
播
磨
重
工
業

の
企
業
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
主
要
産
業
で
あ
っ
た

造
船
が
整
理
縮
小
さ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
５
０
年
に
４
万
２
千
人
だ

っ
た
人
口
が
３
万
人
に
減
少
、
特
に

年
少
人
口
の
減
少
率
が
大
き
く
、
市

の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◆
平
成
２
３
年
に
「
子
育
て
応
援
宣

言
」
を
行
い
、
１
１
の
「
子
育
て
・

教
育
・
定
住
促
進
」
政
策
を
打
ち
出

し
、
そ
の
中
心
施
策
と
し
て
学
校
給

食
無
料
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

幼
稚
園(

６
園)

、
小
学
校(

７

校)

、
中
学
校(

３
校)

の
児
童
生
徒
、

２
４
８
１
人
分(

平
成
２
９
年
度)

の
給
食
材
料
費(

保
護
者
負
担
分
の

給
食
代)

は
、
市
が
負
担
し
て
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

保
育
料
軽
減
事
業
も
行
っ
て
お
り
、

市
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
育
料
と

給
食
費
も
無
料
で
す
。 

◆
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問

す
る
と
、
全
て
「
自
校
方
式
」
で
つ

く
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
ま

た
、
食
育
を
位
置
付
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
「
無
料
だ
か
ら
お
い
し
く

な
い
給
食
」
な
ど
と
言
わ
れ
な
い
努

力
を
し
て
い
る
と
の
事
で
、
農
林
水

産
省
の
「
地
産
地
消
給
食
等
メ
ニ
ュ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
近
畿
農
政
局
長

賞
を
受
け
ま
し
た(

今
年
２
月)

。 

◆
こ
れ
ら
の
施
策
が
功
を
奏
し
て
、

人
口
の
社
会
増
減
の
幅
が
半
減
し
、

平
成
２
７
年
度
９
２
人
、
２
８
年
度

は
３
３
人
の
社
会
増
に
転
じ
て
い

ま
す
。 

◆
視
察
に
際
し
て
、
相
生
市
議
会
の

議
長
と
副
議
長
が
あ
い
さ
つ
。
施
策

開
始
時
に
は
、
「
給
食
費
は
保
護
者

が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
様
々
な
意
見
が
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
が
、
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
実
施
し
た
と
の
説
明
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
副
議
長
は
日
本
共
産
党

議
員
で
、
視
察
の
最
後
ま
で
同
席
し

て
、
一
緒
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
学
校
給
食
無
料
化
の
政
策

へ
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
取
組
は
、
広
大

な
森
林
地
域
を
か
か
え
る
豊
田
市
と

し
て
も
、
と
て
も
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
。 

◆
林
業
従
事
者
は
２
４
３
人(

２
０
１

５
年)

。
平
均
年
齢
が
４
０
代
と
若
い

の
に
も
驚
き
ま
し
た
。
市
内
に
は
３
０

社
の
製
材
所
が
あ
り
、
製
材
品
の
出
荷

量
は
年
１
２
万
㎥
。
西
日
本
有
数
の
量

で
す
。
製
材
所
か
ら
出
る
木
く
ず
・
廃

材
は
年
に
１
３
万
２
千
ト
ン
に
も
な

り
ま
す
。
そ
の
９
６
％
が
利
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
で
し
た
。
市
内
に
は
、

木
く
ず
を
粉
砕
・
圧
縮
し
成
型
し
た
ペ

レ
ッ
ト
を
つ
く
る
た
め
の
工
場
が
あ

り
、
つ
く
ら
れ
た
ペ
レ
ッ
ト
は
、
健
康

増
進
施
設
の
温
水
プ
ー
ル
や
床
暖
房
、

市
の
出
先
機
関
の
冷
暖
房
、
市
立
小
学

校
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
の
温
風
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し

て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
未
利
用

木
材
や
端
材
を
利
用
し
た
チ
ッ
プ
や

樹
皮
な
ど
を
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
や
し
、
蒸

気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
し
て

い
ま
す
。
年
間
出
力
は
７
万
９
MWh
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
家
庭
２
万
２
千

世
帯
分
で
、
真
庭
市
の
総
世
帯
数
（
約

１
万
８
千
世
帯
）
を
大
き
く
上
回
り
ま

す
。
こ
れ
を
売
電
し
、
地
域
に
資
金
を

還
元
す
る
。
売
電
収
入
は
年
間
２
１
億

円
の
目
標
を
３
年
連
続
で
ク
リ
ア
し

ま
し
た
。
市
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の「
真

庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
に
３
千
万
円

出
資
し
て
い
ま
す
が
、
出
資
配
当
が
年

間
３
千
万
円
あ
り
、
ま
た
、
昨
年
度
は

発
電
事
業
か
ら
１
億
円
の
寄
付
が
市

に
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

雇
用
へ
の
影
響
を
質
問
し
ま
す
と
、

発
電
所
へ
の
直
接
雇
用
が
１
５
人
（
全

員
地
元
）、
波
及
効
果
を
合
わ
せ
る
と

５
０
人
あ
ま
り
の
新
規
雇
用
を
作
り

出
し
た
と
の
事
で
す
。 

◆
中
山
間
地
域
で
の
新
し
い
産
業
を

興
す
希
望
を
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。 

 

７
月
３
日
、
岡
山
県
真
庭
市
を
訪

問
。
真
庭
市
で
は
２
０
０
５
年
の
９
町

村
合
併
後
、
市
域
の
８
割
を
占
め
る
森

林
地
帯
を
生
か
し
て
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

と
く
に
２
０
１
５
年
４
月
に
正
式
稼

働
さ
れ
た
、
国
内
最
大
級
と
な
る
木
質

日
本
共
産
党
豊
田
・
み
よ
し
市
議
団(

大
村
よ
し
の
り
市
議
、
根
本
み

は
る
市
議
、
牧
田
み
つ
お)

は
、
７
月
３
日
～
５
日
ま
で
、
会
派
と
し
て

の
行
政
視
察
に
出
か
け
ま
し
た
。
視
察
報
告
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
前
で 

割
れ
な
い 

 

相生市役所の前で。非核平和都市宣言
の碑が建っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  共
産
党
市
議
団
・２
人 

自
民
ク
ラ
ブ
・２
８
人 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（民
進
党
）10

人 

公
明
党
市
議
団
・４
人 

無
所
属
・岡
田
市
議 

豊田市体育施設条例の一部改正・・若園運動広場に指定管理者制度を導入。公募により営利企業が参入

する問題 
✕ ○ ○ ○ ○ 

平成 30年度一般会計補正予算・・防災ラジオの申し込みが予定を上回った２３００台分を年度内に配布する ○ ○ ○ ○ ○ 

竹村小学校はじめ６つの小中学校の保全改修工事の契約・・・残りの学校のトイレ洋式化は平成 30年度内

入時期に完了。 
○ ○ ○ ○ ○ 

名鉄バス路線の一部廃止に伴い、おいでんバスの新規路線のバス車両を購入する契約 ○ ○ ○ ○ ○ 

【請願】核兵器禁止条約への署名と批准を、政府ならびに関係機関に求める意見書の提出 ○ ✕ ✕ ✕ ○ 

 

 

４
年
前
の
広
島
土
砂
災
害
は
、

今
だ
記
憶
に
残
る
甚
大
な
被
害
で

あ
り
、
今
年
４
月
に
は
、
大
分
県

中
津
市
で
住
宅
の
裏
山
が
崩
れ
、

住
民
６
名
が
犠
牲
と
な
る
災
害
が

起
き
ま
し
た
。
多
く
の
土
砂
崩
れ

の
危
険
箇
所
が
存
在
す
る
豊
田
市

で
、
い
つ
起
こ
る
と
も
限
ら
な
い

土
砂
災
害
の
危
険
に
不
安
を
覚
え

る
市
民
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
防
災

の
対
策
が
急
が
れ
る
時
で
す
。 

 

 

愛
知
県
が
今
年
３
月
、
新
た
な 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
を 

公
表
し
、
こ
れ
に
よ
り
更
新
さ
れ 

た
市
内
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

４
９
１
３
カ
所
。
特
別
警
戒
区
域
は

４
４
３
８
カ
所
で
あ
り
、
昨
年
９
月

時
点
よ
り
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で

６
４
９
カ
所
、
特
別
警
戒
区
域
で
６

０
３
カ
所
、
指
定
区
域
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

現
在
の
土
砂
災
害
防
止
施
設
の

整
備
計
画
（
平
成
２
７
年
～
３
１
年 

）
は
変
更
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

答
弁
で
は
、
調
査
を
し
て
指
定
さ
れ

る
特
別
警
戒
区
域
の
箇
所
数
が
増

え
て
も
、
土
砂
崩
れ
の
対
策
の
整
備

計
画
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
市
議
会
で
の
答
弁
か
ら

今
の
計
画
の
ス
ピ
ー
ド
で
も
、
完
了

 

ま
で
お
よ
そ
２
０
０
年
か

か
る
計
画
で
、
根
本
市
議

は
、「
整
備
計
画
を
前
倒
し

し
て
、
せ
め
て
３
１
年
度

ま
で
の
整
備
を
さ
ら
に
進

め
る
よ
う
に
、
県
に
言
い
、

国
へ
も
要
望
す
べ
き
」
と

迫
り
ま
し
た
。 

国
・
県
へ
の
要
望
活
動

を
行
う
こ
と
が
答
弁
さ
れ

ま
し
た
。 

 

昭和４７年豪雨 土砂崩れによる家屋全壊 

６
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
日
本
共
産
党

市
議
団
と
し
て
の
討
論(

部
分)

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

議
案
・
請
願
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。 

  

公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
、
競
争
原

理
が
働
き
、
コ
ス
ト
削
減
を
狙
う
と
い
う
こ
と
の
問
題

が
あ
り
、
本
来
の
公
共
施
設
の
あ
り
か
た
と
し
て
検
討

す
べ
き
で
す
。 

  

防
災
ラ
ジ
オ
の
申
し
込
み
数
が
、
予
定
し
た
購
入
見
込

み
を
２
，
３
０
０
台
分
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
２
，
３
０

０
台
分
の
配
布
は
、
今
年
度
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
今
後

の
追
加
の
申
し
込
み
分
の
す
べ
て
に
つ
い
て
も
、
来
年
度

の
予
算
措
置
が
お
こ
な
わ
れ
、
配
布
さ
れ
る
こ
と
が
質
疑

を
通
じ
て
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
の

要
配
慮
者
へ
の
対
応
が
適
切
に
行
わ
れ
、
防
災
ラ
ジ
オ
を

希
望
さ
れ
る
市
民
に
確
実
に
配
布
で
き
る
こ
と
か
ら
賛

成
。 

 

日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
核
抑
止
力
」
＝
「
核
の

傘
」
が
「
自
衛
」
に
不
可
欠
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、｢
核
抑
止
力
論｣

と
い
う
の
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
核
兵
器
を
使
用
す
る
、
そ
の｢

脅
し｣

に
よ
っ
て

安
全
保
障
を
は
か
る
、
と
い
う
考
え
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

請
願
趣
旨
と
同
様
の
主
旨
の
国
際
署
名
に
、
全
国
１
７

４
７
市
区
町
村
の
首
長
の
６
０
％
を
超
え
る
１
０
６
５
人

の
首
長
が
署
名
し
、
同
趣
旨
の
意
見
書
を
提
出
し
た
自
治

体
議
会
は
、
す
で
に
２
５
９
を
数
え
て
い
る
今
、
国
に
対

し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
批
准
を
求
め
る
事
は
妥
当
な

事
で
す
。 

 

 

６月議会には市長から２９の議案が出されました。日本共産党市議団は、そのうち

問題ありとして１議案に反対しました。自民・民主・公明の各会派は全て賛成でした。 

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H290904A/40858/10/1/1/%93%C1%95%CA%8C%78%89%FA%8B%E6%88%E6/0#hit1
http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/H261225A/18825/10/1/3/%8E%77%92%E8%8A%C7%97%9D/%8C%F6%95%E5/%89%63%97%98%8A%E9%8B%C6/0#hit7

